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米10年国債利回りの推移
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米国労働省が10月2日に発表した9月の雇用統計は、市場予想を下回る結果となりました。
非農業部門雇用者数は、前月比+66.1万人と市場予想（+85.9万人）を下回りました。前月分は

+148.9万人（速報値+137.1万人）に上方修正されました。
9月の伸びが鈍化した主因は、新型コロナウイルスの影響で例年ほど州・政府の教員が戻らなかっ

たことから政府部門が前月比▲21.6万人（前月+46.7万人）となったこととみられています。民間部門
についても前月比+87.7万人（同+102.2万人）と増加ペースの鈍化を示唆する結果となりました。
業種別では、娯楽・宿泊が前月比+31.8万人（前月+14.3万人）と伸びが加速し、小売りも前月比

+14.2万人（同+26.1万人）と堅調な結果となった一方、専門・事業サービスが前月比+8.9万人（同
+18.8万人）、教育・ヘルスサービスが前月比+4.0万人（同+17.0万人）と伸びが鈍化しました。
失業率は7.9%と前月の8.4%から改善し、市場予想8.2%を上回る結果となりました。
平均時給は前月比+0.1%と上昇しましたが、市場予想+0.2%を下回りました。
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～9月の米雇用統計について～
結果概要

2日の米国株式市場は3営業日ぶりに下落しました。
米国株式市場は、トランプ大統領の新型コロナウイルス感染を受けて、政治への不透明感の高まり

から売りが先行しました。その後、追加経済対策への合意期待から買い戻しの動きが見られました
が、NYダウは前日比▲0.48%で取引を終了しました。その他の米国主要指数（S&P500は前日比
▲0.96%、ナスダック総合指数は▲2.22%）も下落しました。
米国債券市場は、大統領選への不透明感から買いが先行しましたが、追加経済対策への合意期

待から売りが優勢となり、10年国債利回りは前日比+0.02%の0.70%程度で引けました。
米ドル/円は、投資家のリスク回避姿勢による円買いが強まり、前日比0.2円程度の円高・ドル安で

取引を終えました。
原油先物市場も同様に、リスク回避姿勢を強めた投資家の売りが膨らみ、WTI先物11月限は前日

比▲4.31%と下落しました。

市場の反応

NYダウの推移(ドル)

（期間）2019/12/31～2020/10/2 （出所）Bloomberg
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非農業部門雇用増減 失業率（右軸）

20/4 20/5 20/6 20/7 20/8 20/9

-2,078.7 272.5 478.1 176.1 148.9 66.1

鉱工業部門 -238.8 67.6 48.5 6.6 4.5 9.3

建設業 -101.8 45.6 15.9 3.1 1.7 2.6

製造業 -131.7 24.0 33.3 4.1 3.6 6.6

資源・鉱業 -5.3 -2.0 -0.7 -0.6 -0.8 0.1

サービス部門 -1,744.7 256.0 424.4 146.0 97.7 78.4

卸売業 -38.5 2.3 5.2 -1.9 1.1 1.9

小売業 -229.9 38.6 85.8 25.4 26.1 14.2

輸送・倉庫業 -56.0 -2.5 8.7 4.8 8.2 7.4

情報 -27.9 -4.0 0.7 -1.1 2.6 2.7

金融 -26.1 1.9 2.0 1.5 2.6 3.7

専門・ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ業 -220.2 16.0 31.1 16.2 18.8 8.9

人材派遣業 -84.1 4.7 14.5 12.6 10.2 0.8

教育・保険業 -260.3 38.8 56.7 21.9 17.0 4.0

娯楽・接客業 -757.5 140.5 197.9 63.3 14.3 31.8

その他 -44.3 19.7 21.8 3.4 -3.1 3.0

政府部門 -95.2 -51.1 5.2 23.5 46.7 -21.6
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平均時給（前年比、%）

　

Daily Report（号外）

失業率は低下する一方、非農業部門雇用者数の増加ぺースは一段と減速しており、労働市場の十
分な回復までの道のりの長さを再認識する内容でした。大企業が相次いで人員削減計画を発表して
いることや、冬季を迎え、飲食店の屋外営業が困難になることなどを踏まえると、雇用回復は引き続
き緩慢なペースにとどまることが予想されます。
同日に発表になった9月のミシガン大学消費者マインド指数確定値は80.4と8月の74.1からは改善

したものの、新型コロナウイルス感染拡大前の100近辺と比べると依然低い水準にとどまっており、
背景には厳しい雇用情勢もあるものと思われます。
一方で、与野党での合意が遅れている追加経済対策については、トランプ大統領の新型コロナウイ

ルス感染を受け、ペロシ下院議長が合意に向け動き出す可能性を示唆しており、成立すれば労働市
場の下支え材料になることが期待されます。

評価・今後の見通し

出所：米国労働省（ご参考） 主要業種別雇用者数増減（前月比・万人）

（出所）Bloomberg（期間）2020年4月～2020年9月

（ご参考） 非農業部門雇用者数増減と失業率の推移

（出所）Bloomberg（期間）2007年1月～2020年9月
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